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④講習費用

通塾型授業（1コマあたり）

オンライン授業（1コマあたり）

③授業設計

授業日程
(コアタイム制)

追加授業として行います。通塾型授業1コマ90分、オンライン授業1コマ45分、
1日複数コマ指導も可能です。
授業スケジュールは別紙『2026年11月～2027年3月通塾型個別授業予定表』に従います。

授業後面談
講習期間中、授業後面談は原則行いません。
ご希望者は指定日制にて、オンラインまたはお電話による面談を実施します。

ご欠席
（振替授業）

欠席した追加授業は、 欠席日より1か月以内であれば振替授業が可能です。
当日欠席については原則体調不良による場合とし、月に1回までとなります。

講習概要

11月10日（火）～3月10日（水）（集中講習期間：１２月１９日（土）～１月11日（月・祝）
全期間を通して冬期講習キャンペーン適用して追加授業を設定することができます。
※各種キャンペーン適用は事前にお申込み頂いた追加授業コマ数が対象となりますのでご注意ください。

① 講習期間

※期限を過ぎる場合には事前にお申し出ください。

②お申込み

科 時間 科目 指導料

小学1～3年 45分 文/理系 ¥2,970

小学1～3年 90分 文/理 ¥5,885

小学4年 90分 英語・国語・算数・理科・社会 ¥5,885

小学5年 90分 英語・国語・算数・理科・社会 ¥6,050

小学6年 90分 英語・国語・算数・理科・社会 ¥6,160

■お支払いについて
通塾生は口座振替、講習のみの方は事前に請求書を発行します。
通塾生の講習期間内の追加授業のご請求は口座振替（1月末）にて行います。
銀行振込の場合は支払い金額確定後に請求書をメールにて送付します。

施設維持費 １授業あたり ¥165

教材プリント費 １授業あたり ¥220

科 時間 科目 指導料

小学1～3年 45分 文/理 ¥5,885

小学4年 45分 英語・国語・算数・理科・社会 ¥5,885

小学5年 45分 英語・国語・算数・理科・社会 ¥6,050

小学6年 45分 英語・国語・算数・理科・社会 ¥6,160

諸費用について

お申し込み期限 12月18日（金）※先着順にて授業予約を入れて参ります。



コアタイム制についてのよくある質問

Q1
通常授業がコアタイム外に入っているのですが、どうすればよいですか？

A.通常授業の時間帯もコアタイム内に時間変更して

授業を受講されることをお勧めします。

Q2 A.可能ですが、年齢層別・目的別にコアタイムを設定しているため、最も効率的

に学習できるコアタイム内に授業設定することをお勧めしています。

指定された時間外の授業時間帯で受講することはできますか？

Q3 A.原則自習室としてのみの利用はお受けできません。授業時間前後での自習

は可能です。ただし、座席に限りがありますので、授業時間前後であっても学習

スペースをご用意できない場合がございます。予めご了承ください。

講習期間中に教室を自習室として利用することはできますか？

講習中の運営について

コアタイム制は、塾内の学習空間をより充実させ、生徒一人ひとりの成長を後押しする制度です。
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冬期講習では、よりよい学習環境づくりの一環として、年齢層別・目的別に授業時間枠を設定す

る「コアタイム制」を導入しています。小学生層と中高生層とで推奨される通塾時間帯を分けるこ

とで、各年齢層にとって最適な学習時間を確保しています。

コアタイム制の実施について

コアタイム制導入のねらい

SOCRA&jr.には、小学生から中高生まで、幅広い年齢層の生徒が通塾しています。学年ごとに

通塾時間帯を区切ることで、近い年齢・学年の生徒が同じ空間で学ぶことになり、お互いの努力

や姿勢を意識し合い、切磋琢磨する雰囲気を生み出します。年齢に応じた集中しやすい環境が

整い、仲間からの刺激を受けながら主体的に学習に取り組むことができるため、モチベーション

の向上とともに学習効果の高まりも期待できます。



※申込フォームからのお申し込みをされない場合
『冬期講習お申し込み用紙』 『2026年11月～2027年3月通塾型個別授業予定表』に必要事項を記入し、ご提出ください。
※各種キャンペーン適用にはフォームでのお申込みが必要となります。

※授業料のお支払いについて
・既に口座振替登録済みの方は、冬期講習追加授業分のご請求を 1月末の口座振替にて行います。
・口座振替未登録の方へは請求書を発行し、一週間以内のお手続きをお願いしています。

お申込み方法

口座振替またはお振り込みにてお支払い。

お支払い

お申し込みいただいた内容をもとに、授業日程を確定。

授業日程の確定

塾やご家庭での様子、成績、アンケートなどをもとに、
最適な特別講習プランをご提案。

学習相談 (予約制 )

申込フォームからお申し込み、
または必要書類を記入しご提出

講習お申し込み

冬期講習で一人ひとりに合った学習内容を

ご提案させていただきます。

面談前にご回答をお願いいたします。

アンケート（小学生）



よくある質問
Q．講習だけの受講もできますか？

A．できます。講習中だけ普段取っていない科目を受講することも可能です。一人ひとりの目的や、スケ
ジュールに合わせて学習プランをご提案いたします。まずは無料体験・カウンセリングを随時行っております
ので、お近くの教室までお問い合わせください。

Q．目標を設定できていません。一緒に考えてもらうことはできますか？

A．できます。受験生については、志望校に合わせて科目や単元ごとに目標を設定いたします。受験生でなく
ても、検定の取得、学校の定期テスト、模試の成績向上等、皆さん一人ひとりに合わせた目標を一緒に考え
ます。

Q．講習にはどのようなメリットがありますか？

A．長期休みはこれまでの学習を振り返り、計画的に学習することで大幅な成績向上を望める絶好の機会で
す。 皆さんが存分に勉強に向き合えるよう各種キャンペーンを実施します。詳細は別紙「冬の応援キャン
ペーン」をご参照ください。

Q．どんな教科・内容でも受講できますか？

A．できます。苦手科目を克服したい方、得意な科目を伸ばしたい方など、ご希望や目標に応じて科目、内容
ごとに選ぶことができます。各自の状況から、一人ひとりにとって最適な内容や配分にて指導します。

Q．学校や他塾のフォローをしてもらうことはできますか？

A．できます。学校や他塾のテキスト・カリキュラムに合わせた学校準拠型指導、他塾連動型指導のどちらも
フォローが可能です。解説と演習をバランスよく行い、正確に理解することから始め得点に結びつくよう十分
な演習を行います。

Q．講習は何教科から、どのような時間割で、受講できますか？

A．1教科から受講できます。1日1コマから、ご希望に合わせて複数コマ指導も行っています。各自の目標や
スケジュールに合わせて予定を組みますので、ご希望をお知らせ下さい。SOCRAは生徒たちの部活動や課
外活動などとの両立を応援します。

Q．講習期間中にお休みの日はありますか？

A．開講時間帯は各校舎異なります。詳しくは別紙「個別授業予定表」をご参照ください。

Q.講習開始後に追加で授業を申し込みたい場合は、どのようにすればよいですか？

A.まずはメールにて担当講師宛にご相談ください。基本的にはお受けすることができます。スケジュールにつ
いてはご希望の受講日程と授業の予約状況を確認し、調整させていただくことがございます。

Q．講習は冬休み中に授業設定しなければいけませんか？

A．いいえ。講習でお申込み頂いた追加授業は2027年3月10日まで授業設定できます。学校の定期テスト対
策や各種検定対策、模擬試験対策、受験に向けた先取り指導など、各自の目標とスケジュールに合わせて
柔軟に対応します。



SOCRA 冬期講習 指導プロセス＆学習プランご案内

SOCRA 冬期講習 授業の流れと指導方針のご案内
〜 一人ひとりの理解度に合わせ、「一人でできる」を確実につくる〜

SOCRAの冬期講習では、決められた内容を一方的に説明する一般的な講習とは異なり、まずお子さま自身に取り組んでもらい

、現在のリアルな理解度を確認することからスタートします。ご家庭や他塾での学習状況に寄り添い、冬休みの限られた時間で

最大の成果を出すための指導の流れをご説明いたします。

【基本理念】 全学年共通：基本的な授業の 6ステップ

STEP 1

まず解いてみる

(現状把握 )

STEP 2 STEP 3 STEP 4

類題でもう一度

チャレンジ

STEP 5

「一人でできる 」
ことを確認

STEP 6

家庭学習・

次回の授業へ

例① 小学校低学年〜中学年 ｜ 「算数の文章題が苦手」を克服したい

【「文章題が苦手」の真の原因を探る】

• 文章の意味や状況を正確に読み取れない

• 登場する数字同士の関係性が分かっていない

• 立式ができず、どの計算を使うか迷う

• 式は合っているが計算過程で間違える

【指導プロセスの流れ】

文章題にチャレンジ

▼

どこで困っているか特定

▼

必要なところまで戻って練習

▼

類題を一人で解いて確認

SOCRAの指導ポイント： ただ「文章題をたくさん解かせる」のではなく、

点が取れない真の原因を突き止め、必要な段階まで戻って根本から指導します。
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例② 小学校4〜5年 ｜ 「2学期の算数を総復習したい」（面積•植木算•逆算•円とおうぎ形）

理解度チェック判定 SOCRAでの対応 • 指導方針

◎ 自力でできる 確認の上、スムーズに次の単元へ進みます

△ 少し不安がある 類題を追加して解き、定着度を補強します

× 基本から不安 必要な概念 •計算まで戻ってじっくり復習します

SOCRAの指導ポイント：冬休みという限られた期間だからこそ、全部を均等に復習するのではなく、

必要な箇所に集中して時間を使います。

必要なところを

ピンポイント指導

できているところ・

つまずきを確認

【具体的指導例】 お子さまの課題•目的に合わせた個別プロセス



SOCRA 冬期講習 指導プロセス＆学習プランご案内

例③ 小学校4〜5年 ｜ 「3学期•次年度の先取りをしたい」（消去算•倍数と約数•割合•速さなど）

【新学習内容へのアプローチ】 【指導プロセスの流れ】

簡単な問題を一緒に考える

▼

考え方を整理する

▼

自分で解いてみる

▼

間違いを修正する

▼

少しレベルアップした問題へ

SOCRAの指導ポイント： 新学期や他塾で習ったときに「初めて見る」状態から

「一度やったことがある！」という状態にしておくことで、学習効果を格段に高めます。

例④ 国語（全学年） ｜ 「読解力を伸ばしたい」•文章題の壁を突破

【国語で手が止まるボトルネック】 【指導プロセスの流れ】

実際に文章 • 問題を解く

▼

どこで止まっているか確認

▼

必要な力に絞ってトレーニング

▼

もう一度自分で答えを作る

SOCRAの指導ポイント： 長文を闇雲にたくさん解くのではなく、

必要であれば短い文章まで戻り、「読む手順」そのものからていねいに練習します。

例⑤ 中学受験4〜5年 ｜ 「算数の苦手単元を整理したい」（例：速さ•図形など）

【大手塾（SAPIX•四谷•早稲アカ•日能研等）の補強】 【指導プロセスの流れ】

▼

どこから分からないか分析

▼

必要なところまで戻る

▼

基本問題で確認

▼

現在の塾のレベルへ戻す

SOCRAの指導ポイント：

現在通っている大手塾の教材 •進度を確認しながら、冬休みに優先して整理すべき内容を厳選してフォローし
ます。講習明けテストに向けての準備も行います。

基本〜標準問題を解く

• 新単元の基本概念を一緒に整理

• 自力で解く体験を通して解法を身につける

• 間違いをその場で修正し、自信につなげる

• 段階的にレベルアップ問題へ挑戦

• 文章全体の流れ•内容がつかめない

• 設問が何を問うているか読み取れない

• 本文から答えの根拠を捜し出せない

• 自分の言葉で記述としてまとめられない

• 漢字や重要な語彙力が不足している

• 速さ•時間•距離の基本関係の誤解

• 単位換算（時速•分速•秒速）でのミス

• 線分図やダイヤグラムの描き方•読み取り

• 「比」との組み合わせ問題でのつまずき



SOCRA 冬期講習 指導プロセス＆学習プランご案内

例⑥ 中学受験6年 ｜ 「過去問•志望校対策」で確実に点数を伸ばす

【過去問での失点原因を徹底分析】 【指導プロセスの流れ】

過去問を解く

▼

答案を分析する

▼

なぜ失点したか突き止める

▼

必要な単元へ戻って補強

▼

類題で確認 次の過去問へ

SOCRAの指導ポイント： 過去問を「解いて終わり」にしません。場合によっては過去問をもう1年進めるより、

割合・比・図形などの単元学習に戻ることを優先します。

例⑦ 一貫校生 ｜ 「算数を立て直したい」•学校進度に合わせた最適化

【成績が伸び悩む原因の特定】 【指導プロセスの流れ
】

答案 • 学習状況を確認

▼

成績が伸びない原因を探す

▼

復習 • 演習 • 先取りを 選択

▼

次の定期テスト • 実力テストへ

SOCRAの指導ポイント： 単に「冬休みだから復習する」のではなく、学校教材や定期テスト答案を確認し、今後

の学習に最も繋がる内容を優先します。

【SOCRAの約束】一人ひとりの”今”に合わせた授業設計を行い、確かな成長を目指す

一人ひとりに合わせた授業設計を行います。

冬期講習のお申し込み時には、学習状況や目標を

もとに取り組む内容をご提案します。

実際の授業を通して、「思ったよりできている（ 先へ

進む） 」 「基本に課題が見つかった（ 戻って補強する

） 」 「別の単元が原因だった（ 学習内容を変更する）

」といった発見があります。そのため、学習内容を固

定せず、その時点で最も必要な学習へ臨機応変に

調整します。

SOCRAが大切にしていること

予定した教材を終わらせることではなく、

冬期講習を通して『一人でできること』を

増やすことを目指します。

一人ひとりのリアルな状況を確認しながら、

次の学習と成長に確実に繋がるプランを

組み立てていきます。

• 知識不足 / 解法が思いつかない

• 処理が追いつかない / 計算•作業ミス

• 設問の読み違い / 時間配分•問題選択ミス

• 基本事項の理解不足 / 演習量の不足

• 計算•途中式の書き方の問題

• 初見問題への対応力不足 / 学習方法の課題
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